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心を込めて歌う坂田小合唱部のみなさん "平和って素敵な言葉"と言っていたHEAVEN'S  HEMP

心地よい歌声のしおりさん 

心にしみる歌と演奏をきかせてくれた町文化協会民謡部会のみなさん  西原高校マーチングバンド部の華やかな演技演奏 

会場を盛り上げた西照野郎 平和について考えさせられた読みあいネットワーク喜楽星7の群読 
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　平和の尊さを語り継ごうと、西原町では6月20日から29
日までを平和週間として位置づけ、さまざまな取り組みを
行いました。20日は町立図書館前でセレモニーを行い、新
垣町長をはじめ、大底優美さん（西原小6年）と名嘉真朝
貴君（西原南小6年）もテープカットに参加。あいさつで
新垣町長は「6月23日がどんな日だったか考えてほしい。
戦争を忘れず、平和について考える週間だ」と訴えました。
セレモニーに参加した西原南小６年の児童らは、文教のま
ちガイドの玉那覇三郎さんの説明を聞き、戦争の怖さを感
じていました。ほかにも、町立図書館では西原の戦争遺物
展や沖縄戦関係資料展、町出身者による戦争体験証言ビデ
オを上映し、町中央公民館では反戦平和写真展、慰霊の日
の23日は平和音楽祭を開催しました。 

　「対馬丸」の悲劇を題材にした平和劇が６月20日、西原
小学校（前田真之校長）で演じられました。劇には教諭と
児童らが出演し、照明や音楽も児童らが担当。舞台で演じ
るほか、体育館内の全児童も対馬丸に乗船した児童として
船が沈没するシーンに参加し、怖さを体感しました。また、
対馬丸で姉を亡くした呉屋美津子先生が「対馬丸の劇をと
おして、平和とはどういうものか小さなことからでも考え
てほしい」と語りかけました。引き続き、平和集会を開い
て平和宣言を採択し、『私たちの心の中から平和をつくろ
う』と誓いました。 

　西原幼稚園（前田真之園長）の園児102名は6月17日、平
和学習として西原の塔に出かけ、園児が折った折鶴と花を
供え、戦没者に黙とうをささげました。塔の前で、戦争体
験者の根路銘久子さん（町平和の語りべ派遣）が、戦時中
の町内の様子を話し、「戦争をおこさない平和な世の中を
つくる大人になろう」と平和の尊さを語りました。 

 ６月17日、沖縄戦を体験した8歳の少女を主人公とした絵
本「つるちゃん」の読み聞かせ平和学習会が、全校生徒対
象に西原東小学校（諸見成明校長）で開かれました。「つ
るちゃん」本人である金城ツルさん（写真枠内）が、次々
と家族を失った戦争の悲惨さを涙ながらに訴え、児童らは
真剣な表情で聞いていました。児童を代表して、玉那覇さ
くら（6年）さんは「世の中の平和は、これからの私たち
の行動にかかっている。戦争体験者の話を忘れずに伝えて
いきたい」と平和への誓いを述べました。 

　沖縄戦で亡くなった小波津区民455人の名前が刻まれて
いる小波津慰霊碑の前で、6月23日の慰霊の日に、小波津
自治会（糸数栄吉会長）は慰霊祭を行いました。また、戦
争の悲惨さを語り継ぐ平和学習として、同区の小中学生は
区内の戦跡を見学した後、慰霊祭にも参加し、戦没者のご
冥福を祈りました。慰霊祭には、この地で兄を亡くした榊
清美さんも、北海道から参列しました。 
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　西原町では、平成19年12月より所得制限が設けられたことに伴い、平成20年度から“毎年”
受給者の所得確認が必要になります。 
　＊所得制限額については、児童手当に準じています。 
　＊所得確認ができない場合、平成20年８月以降の診療領収証の受付（申請）ができません
　　ので、ご注意下さい。 
 
 
　 
①児童手当現況届（平成20年度）未提出の方 
　⇒　福祉課窓口で手続きをして下さい。 
　　　児童手当の現況届で所得の確認をしますので、現況届を提出した方は必要ありません。 
②平成20年1月2日以降に転入した公務員の方 
　⇒　所得確認ができないため、前市町村の所得証明書の提出をお願いします。 
③お子さんは町内在住で、保護者が単身赴任先の市町村で児童手当を受けている方 
　⇒　平成20年１月1日に住んでいた市町村の所得証明書を提出して下さい。 　 
※平成19年度において、所得超過で受給できなかった方で、平成20年度は受給該当する方については、福祉
　課より通知文書を送付します。 

～乳幼児医療費助成についての所得状況確認のご案内～ 

【お問い合わせ】　福祉課　子育て支援係　　 945-5311（内線125～127）　FAX　944-6551

★手続きが必要な方は、次の①②③の何れかに該当する方です。 
★手続きの際は、印鑑を持参して下さい。（シャチハタ印は不可）　　 
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 　“飲酒運転は悪質な犯罪である”ことを再認識!! 
　沖縄県では、飲酒絡みの人身事故発生件数が18年連続全国ワースト１。 

さらに、飲酒絡みの死亡事故発生件数も13年連続全国ワースト１であ 

り、嘆かわしい記録を更新しています。 

　県内における平成19年中の飲酒運転検挙件数は5,295件で、大阪　　府に次いで２番目

に多く、免許人口千人当たりの割合は、全国の6.7倍です。そのうち、西原町民の平成19

年中の飲酒運転検挙者数は117人で、町部（11町）ではワースト３となっています。 

　悲惨な交通事故を防止するため、飲酒運転は絶対に根絶しなければならないものであり、

西原町飲酒運転根絶連絡協議会では、西原町交通安全推進協議会、浦添警察署、浦添地区

交通安全協会と連携して“飲酒運転は悪質な犯罪である”という認識のもとに、家庭、地

域そして職場が総ぐるみとなって『飲酒運転を根絶する』という取組みを展開しています。 

　皆様には、飲酒運転根絶のぼり旗を各家庭持ち回りで出入り口等に掲げていただき、さ

らに飲酒運転根絶宣言文への署名をしていただくようお願い致します。 

西原町飲酒運転根絶連絡協議会 

 ～我が家・我が地域から飲酒運転を根絶しょう～ 

【お問い合わせ先】健康推進課　保健予防係　　945-4791（内線157～159） 

▲多くの参加者が、青空の下楽しくウォーキングをしました！ 
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受付時間使　用　室実施場所対　象　者事　業　名曜日月日

13：30～大広間社会福祉センターH20.2.5～H20.4.6生ベビースクールⅡ水8/13
15：00～休養室社会福祉センター心の病回復者デイケア（三味線教室）木8/14

13：30～14：30ホール中央公民館子宮がん：20歳以上で今年度偶数年齢の方 
乳がん：40歳以上で今年度偶数年齢の方子宮・乳がん検診火8/19

10：00～プレイルーム坂田児童館H20.2.5～H20.4.6生ベビースクールⅢ水8/20
13：30～14：15ホール・控室中央公民館H19.1.17～H19.2.20生１歳半健診木8/21
15：30～16：00沖縄県総合保健協会３ヶ月～６ヶ月未満ＢＣＧ月8/25
9：00～10：00ホール中央公民館津花波・西原台団地・内間団地・桃原集団健診火8/26

13：30～西原町図書館H20.2.5～H20.4.6生ベビースクールⅣ水8/27
15：00～休養室社会福祉センター心の病回復者デイケア（三味線教室）木8/28

13：30～14：30ホール中央公民館子宮がん：20歳以上で今年度偶数年齢の方 
乳がん：40歳以上で今年度偶数年齢の方子宮・乳がん検診木8/28

9：00～10：00ホール中央公民館安室・西原ハイツ・西原団地・幸地高層住宅・幸地ハイツ集団健診金8/29
13：30～15：00ホール・控室中央公民館H18.3.19～H18.6.3生2歳児歯科健診木9/4

◆お問い合わせ◆　健康推進課　　保健予防係　� 945-4791　fax　944-6551
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☆ファミリークラブの主な活動☆ 
　・３世代交流活動（町内４小学校の新１年生に「無事、カエルのお守り」制作、配布。 
　・親子体操、リトミック、社会見学や育児講座など、楽しい企画を計画中です。 

西 原 児 童 館  
９４５－４３９３ 

西 原 東 児 童 館  
９４４－０９７６ 

坂 田 児 童 館  
９４４－６３０８ 

マミーキッズクラブ 
水曜日　１０：３０～１１：３０ 

マミーキッズクラブ 
金曜日　１０：３０～１１：３０ 

マミーキッズクラブ 
水曜日　１０：３０～１１：３０ 

ゆんたくサークル 
隔月1回を予定しています。 

ゆんたくサークル　 
毎月１回を予定しています。 

ゆんたくサークル 
隔月1回を予定しています。 

チャレンジクラブ　 
隔月1回を予定しています。 

おはなしサークル　たんぽぽ 
毎月1回を予定しています。 

チャレンジクラブ 
隔月1回を予定しています。 
 

わははクラブ（毎月１回） わははクラブ（毎月１回） わははクラブ（毎月１回） 
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　「年をとると体の機能が衰えるのは仕方がない」と考えていませんか？ 
　心身の機能は、使わなければ低下していく一方です。しかし、使い続けること、鍛え
ることによって心身の機能の低下を防ぎ、向上させることも出来ます。 
　介護が必要になった原因で最も多いのは『脳血管疾患』ですが、年をとるにつれ、骨
折・転倒、関節疾患など不活発な生活による生活機能の低下が原因で、要介護状態とな
るケースが増えているといわれています。寝たきりなど重度の要介護状態も、多くの場
合、きっかけは「入れ歯が合わない」「つまずくことが多くなった」などごく身近なこ
とから始まります。 
　下図の例をみてみましょう。入れ歯の不具合を放置しておいたことが、低栄養状態や
筋力の低下につながり、それがやがて、閉じこもり、しまいには寝たきり･･･と悪循環に
おちいることもあるのです。 
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☆利 用 時 間……平日　午前９時～午後４時30分 
 　　　　　　   　　【正午から午後１時を除きます】 
☆利用できる方……西原町民の方、西原町へ通勤・通学してい
　　　　　　　　　る方。 
　　　　　　　　　小学４年生以下は保護者同伴でお願いします。 
☆場　　　　所……地域情報センター（第３庁舎１階） 

　正しい食生活習慣の普及と地域住民の健康の保持・増進を図るため、平成20年度「食生活
改善推進員養成講座」を開催します！食生活に関心がある、地域との交流を持ちたい、料理
が好き、など食に関心のある皆さんの参加をお待ちしています♪ 

【募集対象】・町内在住者で、食生活や地域の健康づくり活動に関心のある方・受講後に、
町民と行政とのパイプ役となり、かつ地域で「食生活改善推進員」としてボラ
ンティア活動のできる方 

【受講期間】平成20年10月21日～平成21年3月17日の毎週火曜日（全12回） 
【受講時間】午後2時～4時 
【募集人員】20人程度 
【募集期間】平成20年8月1日（金）～9月30日（火） 
【応募方法】電話、または健康推進課窓口まで直接お越し下さい。 

◆お問い合わせ： 健康推進課　保健予防係　　945-4791（内線157～160）◆ 

インターネット閲覧・エクセル・ワード等が利用でき

ます。パソコン室で申込後、即利用できます。 
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【お問い合わせ先】健康推進課　　９４５－４７９１（内線164）／産業課　　９４５－４５４０（内線403） 
  ホームページアドレス　http://www.town.nishihara.okinawa.jp　〒903-0220　西原町字嘉手苅112

1　テーマ　『栄養満点！おいしいお弁当』 

2　部　門　「園児に持たせるお弁当」部門 

　　　　　 「大人に持たせるお弁当」部門 

3　応　募 

　（1）応募資格　 

　　高校生以上の個人及び団体、サークル、グループ等（町　

　内外問いません）　　　 

　（2）応募規定 

　　 ①弁当として、手軽で広く普及性に富む作品。 

　　 ②献立に野菜を活用していること。 

　　 ③ヘルシーメニューであること。 

　（3）応募方法　 

応募用紙、又はA4用紙に必要事項（材料、作り方、献立のPR、

料理の写真）を記入し、西原町役場健康推進課へ提出して

下さい。（郵送可） 

　※応募用紙は町役場健康推進課、産業課窓口に用意してい

　　ます。西原町ホームページからもダウンロードできます。 

　（4）募集期間 

　　 平成20年8月1日(金)～9月12日（金） 

4　審査方法 

　 一次審査（書類審査）で各部門10作品を選考後、二次審査（書

　類及び試食審査）を行い、各部門で最優秀賞1点、優秀賞2点、

　入選7点を選びます。　 

5　表　彰 

各部門の最優秀作品については、西原町食育フォーラム

2008（仮称、11月開催予定）で表彰ならびに記念品の贈呈を

行います。 

（優秀賞には賞状及び記念品、入選には記念品を後日贈呈します。） 

6　主　催 

　 西原町／西原町食と農の推進協議会 
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業
調
整
委
員
会
委
員
の
選

挙
人
名
簿
が
作
ら
れ
ま
す
。
名
簿

に
登
載
漏
れ
に
な
り
ま
す
と
、
選
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挙
権
は
あ
っ
て
も
投
票
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
次
の
何
れ

か
の
一
つ
に
該
当
さ
れ
る
方
は
、

必
ず
定
め
ら
れ
た
期
間
内
に
申
請

し
て
下
さ
い
。

①
西
原
町
内
に
住
所
又
は
事
業
場

を
有
す
る
も
の
で
、
１
年
に　

日
９０

以
上
漁
船
を
使
用
す
る
漁
業
を
営

み
、
又
は
漁
業
者
の
た
め
に
漁
船

を
使
用
し
て
行
う
水
産
動
植
物
の

採
捕
若
し
く
は
養
殖
に
従
事
す
る

も
の
（
法
人
を
含
む
）

②
知
事
の
権
限
に
よ
っ
て
前
記
該

当
者
の
範
囲
を
拡
張
せ
ら
れ
た
も
の

③
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
の
委
員

又
は
漁
業
協
同
組
合
若
し
く
は
漁

業
協
同
組
合
連
合
会
の
役
員
で

あ
っ
て
、
そ
の
委
員
又
は
そ
の
役

員
に
就
任
後
前
記
①
②
に
該
当
し

な
く
な
っ
た
た
め
、
選
挙
権
を

失
っ
た
も
の
（
こ
の
場
合
に
該
当

す
る
も
の
は
、
委
員
又
は
役
員
で

そ
の
任
期
中
及
び
退
任
後
に
最
初

に
行
わ
れ
る
選
挙
に
限
る
。）

【
申
請
現
在
日
】
平
成　

年
９
月
１
日

２０

【
申
請
期
間
】
９
月
1
日
〜
９
月
５
日

【
申
請
書
の
配
布
及
び
提
出
の
場
所
】

町
選
挙
管
理
委
員
会（
総
務
課
内
）

�
9
4
5
―

５
０
１
１（
内
線
1
1
1
）

【
シ
ル
バ
ー
会
員
に
な
る
に
は
】

　

西
原
町
内
に
居
住
す
る
健
康
で

働
く
意
欲
の
あ
る
、
お
お
む
ね　
60

歳
以
上
の
方
で
あ
れ
ば
会
員
に
入

会
で
き
ま
す
。

【
入
会
説
明
会
に
つ
い
て
】

　

毎
月
第
４
金
曜
日
（
但
し
、
そ

の
日
が
祝
日
の
場
合
は
前
日
に
実

施
）
の
午
後
２
時
か
ら
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
事
務
局
に
て
、
入

会
希
望
者
へ
の
説
明
会
を
行
っ
て

い
ま
す
。

【
シ
ル
バ
ー
会
員
の
仕
事
内
容
】

　

大
工
・
左
官
・
溶
接
の
技
能
分

野
の
職
種
を
始
め
、
除
草
・
屋
内

外
清
掃
等
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

※
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

【
お
問
合
せ
】
�
西
原
町
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー

�
９
４
４
―

１
６
９
９

【
日
時
】
８
月　

日
（
土
）

２３

午
前
９
時
〜
午
後
１
時

【
場
所
】
東
崎
公
園
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場

（
雨
天
時
は
西
原
町
民
体
育
館
）

【
対
象
】
西
原
町
内
の
小
中
学
生

【
講
師
】
杉
浦 
享 
氏
、
萩
原
多
賀

彦 
氏
、
五
十
嵐
貴
章 
氏
（
ヤ
ク
ル

ト
ス
ワ
ロ
ー
ズ
Ｏ
Ｂ
）

【
お
問
合
せ
】
保
健
体
育
課　

�
9
4
5
―

８
０
９
５

　

大
切
な
人
が
倒
れ
た
と
き
、
あ

な
た
は
そ
の
人
を
救
え
ま
す
か
？

　

い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
病

気
や
ケ
ガ
に
備
え
、
応
急
手
当
の

方
法
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

【
日
時
】
９
月　

日
（
土
）

１３

午
前
９
時
〜
午
後
6
時

【
場
所
】東
部
消
防
組
合
消
防
本
部

【
対
象
】東
部
消
防
管
内
に
住
所
を

有
し
、
最
期
ま
で
講
習
を
受
け
る

こ
と
が
出
来
る
方

【
募
集
定
員
】　

人
（
定
員
に
達
し

４０

次
第
締
め
切
り
ま
す
。）

【
受
講
料
】
無
料

【
申
込
方
法
】東
部
消
防
組
合
消
防

本
部
警
防
課
に
て
専
用
用
紙
で
直

接
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

【
申
込
期
間
】８
月
５
日（
火
）〜
９

月
５
日（
金
）　

午
前
９
時
〜
午
後

4
時（
土
・
日
・
祝
祭
日
を
除
く
）

【
お
問
合
せ
】東
部
消
防
組
合
消
防

本
部
（
警
防
課
・
仲
村
）

�
９
４
６
―

９
９
９
９

�
８
８
９
―

７
６
０
１

【
日
時
】
8
月　

日
（
木
）

21

午
前
9
時　

分
〜
午
後
５
時

30

【
場
所
】
西
原
町
役
場
駐
車
場

【
気
を
つ
け
て
頂
く
こ
と
】
献
血
の

前
日
は
睡
眠
５
時
間
以
上
、
当
日

は
食
事
を
摂
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
合
せ
】沖
縄
県
赤
十
字
血
液

セ
ン
タ
ー　

献
血
推
進
課

�
8
6
1
―

6
5
9
7

　

病
気
な
ど
や
む
を
得
な
い
事
由

に
よ
っ
て
中
学
校
を
卒
業
で
き
な

か
っ
た
者
等
に
対
し
て
、
中
学
校

卒
業
程
度
の
学
力
が
あ
る
か
ど
う

か
を
認
定
す
る
た
め
に
国
が
行
う

試
験
で
あ
り
、
合
格
し
た
者
に
は

高
等
学
校
の
入
学
資
格
が
与
え
ら

れ
ま
す
。

【
願
書
受
付
期
間
】8
月　

日（
金
）

22

〜
9
月
9
日
（
火
）

【
お
問
合
せ
】文
部
科
学
省
生
涯
学

習
政
策
局　

生
涯
学
習
推
進
課
認

定
試
験
第
二
係

�
0
3
―

5
2
5
3
―

4
1
1
1

沖
縄
県
教
育
庁
義
務
教
育
課

�
8
6
6
―

2
7
4
1

　

平
成　

年
７
月
１
日
よ
り
、
最

20

低
賃
金
法
が
改
正
さ
れ
ま
す
。

○
地
域
別
最
低
賃
金
を
下
回
る
賃

金
を
支
払
っ
た
場
合
の
罰
金
額
上

限
が
２
万
円
か
ら　

万
円
に
引
き

50

上
げ
ら
れ
ま
す
。

○
産
業
別
最
低
賃
金
を
下
回
る
賃

金
を
支
払
っ
た
場
合
の
罰
金
の
適

用
が
変
わ
り
ま
す
。

○
最
低
賃
金
の
適
用
除
外
規
定
が

廃
止
さ
れ
、減
額
特
例
と
な
り
ま
す
。

○
派
遣
労
働
者
に
は
、
派
遣
先
の

地
域
別
最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

○
最
低
賃
金
額
の
表
示
単
位
は
、

時
間
額
の
み
の
表
示
と
な
り
ま
す
。

【
お
問
合
せ
】
沖
縄
県
労
働
局

�
8
6
8
―

3
4
2
1

　

青
い
羽
根
募
金
は
船
舶
の
遭
難

や
海
の
レ
ジ
ャ
ー
事
故
の
際
の
人
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命
救
助
と
そ
の
訓
練
、
機
材
の
購

入
等
、
救
助
活
動
と
海
難
事
故
防

止
活
動
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
７
月
１
日
か
ら
８
月　

日
３１

の
間
、「
青
い
羽
根
募
金
強
化
月

間
」
と
題
し
、
広
く
募
金
を
募
集

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

《
青
い
羽
根
募
金
振
込
口
座
》

【
口
座
名
義
】�
琉
球
水
難
救
助
会

沖
縄
銀
行
高
橋
支
店

（
普
）１
５
２
６
３
２
９

琉
球
銀
行
壷
屋
支
店

（
普
）４
―

１
３
９

沖
縄
海
邦
銀
行
泊
支
店

（
普
）０
―

５
０
８
―

２
７
６

郵
便
局

（
普
）０
１
７
８
０
―
５
―
４
６
０
４
８

【
お
問
合
せ
】�
琉
球
水
難
救
助
会

�
８
６
８
―

５
９
４
０

【
対
象
者
】先
の
大
戦
に
お
い
て
外
地

等
（
事
変
地
の
区
域
又
は
戦
地
の
区

域
）に
派
遣
さ
れ
、
戦
時
衛
生
勤
務

に
従
事
さ
れ
た
旧
日
本
赤
十
字
社

救
護
看
護
婦
及
び
旧
陸
海
軍
従
軍

看
護
婦
の
方
（
慰
労
給
付
金
受
給

者
は
除
く
）に
対
し
て
、
そ
の
ご
苦
労

に
報
い
る
た
め
内
閣
総
理
大
臣
名
の

書
状
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

【
請
求
方
法
】請
求
用
紙
は
福
祉
課

に
用
意
し
て
い
ま
す
。
請
求
書
は
、

直
接
総
務
省
大
臣
官
房
管
理
室
へ

送
付
し
て
下
さ
い
。

【
請
求
期
限
】平
成　

年
3
月　

日

21

31

【
請
求
書
類
の
送
付
先
及
び
問
合
せ
先
】

〒
1
0
0
―
8
9
2
6　

東
京
都
千

代
田
区
霞
が
関
2
―

1
―

2　

総
務

省
大
臣
官
房
管
理
室　

業
務
担
当

�
0
3
―

5
2
5
3
―

5
1
8
2

�
0
3
―

5
2
5
3
―

5
1
9
0

【
テ
ー
マ
】「
街
に
人
に
潤
い
と
安

ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
る
花
と
緑
、

今
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
」

【
応
募
規
定
】①
小
学
生
の
部
＝
4

0
0
字
詰
原
稿
用
紙
3
枚
以
内　

②
中
・
高
校
・
一
般
の
部
＝
4
0

0
字
詰
原
稿
用
紙
5
枚
以
内

※
作
品
に
タ
イ
ト
ル
、
住
所
、
電

話
番
号
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
年

齢
、
職
業
（
学
校
名
）
を
明
記
し

て
封
書
で
郵
送

【
応
募
資
格
】
県
内
在
住
者

【
応
募
期
限
】
9
月　

日
（
水
）

10

（
当
日
消
印
有
効
）

【
応
募
先
】
〒
９
０
０
―

０
０
2
1

那
覇
市
泉
崎
1
―　
―

3　

琉
球
新

10

報
社
事
業
局
内
「
琉
球
み
ど
り
の

文
化
賞
」
事
務
局

�
8
6
5
―

5
2
5
5

【
入
賞
作
品
発
表
】　

月
初
旬
の

10

「
琉
球
新
報
」
紙
面
に
掲
載

【
賞
金
】小
・
中
・
高
校
生
の
部
○
金

賞
＝
1
万
円
分
の
図
書
券
○
銀
賞

5
千
円
分
の
図
書
券

　

一
般
の
部
○
金
賞
＝
2
万
円
○

銀
賞
＝
1
万
円

【
主
催
】内
閣
府
沖
縄
総
合
事
務
局
、

沖
縄
県
他

第　

回
沖
縄
マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上
競

28
技
選
手
権
大
会
（
沖
縄
市
・
6
月

　

日
開
催
）
で
、
男
子
（　

〜　

22

60

64

歳
）
走
り
高
飛
び
で
、
安
里
勝
正

さ
ん
（
与
那
城
）
が
１
ｍ　

㎝
の

６５

日
本
新
記
録
で
優
勝
し
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

◇
人
材
育
成
会
へ

字
兼
久
1
7
3
―

3

有
限
会
社
永
吉
土
建
（
永
吉
盛
行

代
表
取
締
役
）
様
か
ら　

万
円

10

字
嘉
手
苅
1
1
7
―
2

新
中
糖
産
業
株
式
会
社
（
福
里
重

盛
代
表
取
締
役
社
長
）
様
か
ら　
50

万
円
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西
原
町
立
図
書
館
町
史
編
集
係
で
は
、

現
在
『
西
原
町
史
』
第
一
巻 
通
史
編
の
編

集
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
編
集
を
円
滑

に
進
め
る
た
め
に
、
町
内
外
か
ら
古
写

真
・
辞
令
書
な
ど
西
原
に
関
す
る
資
料
を

積
極
的
に
収
集
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
今

回
は
、
収
集
し
た
資
料
を
ど
の
よ
う
に
保

存
・
活
用
し
て
い
る
の
か
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

　

ま
ず
、
貴
重
な
資
料
（
古
写
真
な
ど
）

を
図
書
館
で
受
け
入
れ
た
場
合
、
①
資
料

が
破
れ
て
い
な
い
か
、
カ
ビ
や
シ
ミ
が
つ

い
て
い
な
い
か
、
そ
の
状
態
を
確
認
し
ま

す
。
次
に
②
資
料
の
写
真
撮
影
・
ス
キ
ャ

ニ
ン
グ
（
デ
ー
タ
化
）
を
行
い
ま
す
。
③

資
料
を
痛
め
な
い
よ
う
に
封
筒
や
筒
箱
に

入
れ
、
空
調
が
整
っ

た
図
書
館
内
の
収
蔵

庫
や
事
務
室
で
保
存

し
ま
す
。
そ
の
際
、

い
つ
で
も
利
用
で
き

る
よ
う
に
、
資
料
に

登
録
番
号
を
つ
け
、

収
集
し
た
年
月
日
・
寄

贈
者
名
・
資
料
の
状
態

な
ど
の
詳
し
い
情
報
を
記
録
し
ま
す
。
ま

た
、
資
料
の
内
容
に
つ
い
て
不
明
な
点
が

あ
れ
ば
、
文
献
を
調
べ
た
り
、
地
域
の

方
々
に
聞
き
取
り
調
査
な
ど
も
行
っ
て
い

ま
す
。

　

①
の
作
業
で
、
資
料
が
痛
ん
で
い
る
場

合
に
は
、
修
復
・
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い

ま
す
。
例
え
ば
、
昨
年
の
九
月
一
日
に

「
毛
姓
家
譜
」
の
原
本
の
寄
贈
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
資
料
は
虫
食
い
や
カ
ビ
が
付

着
し
て
い
た
た
め
、
裏
打
ち
・
脱
酸
処
理

を
行
い
、
長
期
保
存
が
可
能
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
家
譜
は
現
在
、
桐
箱
に
納
め
て

保
存
し
て
い
ま
す
。

　

町
立
図
書
館
で
は
、
こ
の
よ
う
な
貴
重

な
資
料
を
大
切
に
保
存
す
る
と
同
時
に
展

示
会
や
『
町
史
』
の
編
集
に
活
か
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
町
内
の
歴
史
や
文
化
に
関

す
る
問
い
合
わ
せ
な
ど
に
対
し
て
も
、
収

集
資
料
を
有
効
活
用
し
、
町
民
の
生
涯
学

習
に
努
め
て
い
ま
す
。

修　復　後

修　復　前

↓

15日　敬老の日　　16日　振替休日 

23日　秋分の日 

けいろう 

しゅうぶん 

ふりかえきゅうじつ 九
月
休
館
日 

八
月
休
館
日 

８ １ ７ 

「すいかのたね」  
8 10 午前11時～ 
8 24 午後2時～ 

8 2 16

（21）広報にしはら　No.438. H20. 8. 1

1932（昭和7）年頃の沖縄製糖株式会社 
西原工場 

演　題： 



広報にしはら　No.438. H20. 8. 1（22）（23）広報にしはら　No.438. H20. 8. 1

講座・学級案内 


